
令和７年度全国学力・学習状況調査の結果について
令和７年１０月７日
枚方市立杉中学校

文部科学省が今年４月に実施した、令和７年度全国学力・学習状況調査の結果について、本校の学力や学習の
状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、児童（生徒）の生活習慣と学力には相関関係があることから、
引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。

＜学力調査結果の概要＞

○国語について

→今年度の本校の調査結果は、全国をやや下回る結果であった。

「書くこと」に関する問題の正答率が比較的高く、誤字の修正や理由の説明がで
きており、文章構成力や表現 力が培われている生徒が多い。「読むこと」では、物語
の構成の理解などの正答率が高く、文章全体の構造をとらえられるようになってきた。
また選択式の問題での正答率が高く、情報の整理や判断力が発揮されている。

○数学について

→今年度の本校の調査結果は、全国をやや下回る結果であった。

「知識・技能」に分類される問題の正答率が比較的高く、基礎的な内容は理解で
きている生徒が多い。
図形の証明に関する問題では記述力も含めて一定の成果が見られた。
また、グラフから情報を読み取る問題や、確率に関する選択問題で健闘している

が、さらなる思考力・記述力の強化が望まれる。

※調査結果について
教科や出題範囲が限られていることから、全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分
です。



中学校（理科）はCBTによる調査を実施。IRTスコアをベースに結果を示しております。

令和７年度 全国学力・学習状況調査中学校＜理科＞について

＜学力調査結果の概要＞

○理科について

→グラフや図から情報を読み取る問題に課題があった。しかし、全国に比べ正答
率が大幅に低い問題も無回答が全国に比べて少なく、「わからなくてもやってみ
る」という姿がデータから読み取れた。とにかく何でもやってみようとする杉中生の
強みがよく出たデータとなった。



国語科において成果があった設問

【成果が見られた設問】

考察
1年生の頃からグラフ、資料を扱う単元

では「初めに個人の発見・疑問をみつけ
る」 「自分なりに再度考える」 「班
で交流する」 「答えを見つけ出す」と
いった活動を繰り返し続けてきたため、
資料の目的や効果を考え分析する力が身
についているのではないかと考える。ま
た、正答率も全国より高いことはもちろ
んだが、無解答率が低いことからも全体
の層に資料について考える力が浸透して
いるようにも思える。

考察
普段の授業から文章の構成や段落の働き、書き

手が読み手を惹きつける工夫（表現）などに着目
して読むことを意識している。また、予習・復習を兼
ねて、家庭学習では自分の気づいたことや学びを
単元ごとにノートにまとめ、授業内容をアウトプット
するようにしている。この成果もあり、何気ない表現
でも文章全体との関連性を考え読めたのではない
か。全国と比べるとわずかではあるものの、８割弱
の生徒が正しく解答できていることからもそのよう
に窺える。

資料の目的や効果を的確に考えられる。

物語の表現に着目して読み、その表現の
効果を捉えられる。
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 正答率 無解答率 

本校 ８５．５ ０ 

全国 ８２．５ ０．３ 

 

 正答率 無解答率 

本校 ８２．４ ０ 

全国 ８０．０ ０．５ 



数学科において成果があった設問

【成果が見られた設問】

問題の概要（見出し） 考察
中学２年生の合同の証明の内容の問題で

ある。全国より正答率が高くなった理由として
は履修時期が２年生の後半の内容で学習内
容が記憶に残っている内容であったからだと
考えられる。

（

考察
問題を読んで確率を答える問題である。
正答率は全国より高く、無回答率も全国よ
り低い結果となった。理由としては上記と同
様に中学２年生の３学期に履修した学習
内容であるためと考えられる。

証明を振り返り、新たにわかる事象を選ぶ。

必ず起こる事柄の確率について理解して
いるかどうかみる

  正答率 無解答率 

本校 ７８．１ ２．３ 

全国 ７７．４ ３．２ 

 

 正答率 無解答率 

本校 ６１．５ １．５ 

全国 ５８．５ １．１ 



理科において成果があった設問

【成果が見られた設問】

電熱線を利用して水を温めるための電
気回路について、直列と並列とで回路全
体の抵抗が大きい装置や速く水が温まる
装置を選択する。

考察
全国と比べても高い正答率を示して

いる。

2年時、電気回路の問題演習に取り
組んだだけでなく、自分たちで回路図
の問題を作成し出題者側になったこと
で電気分野に対する理解が大幅に進
んだことが要因であると考える。

Aさんの考えを肯定するためにはボーリング地点③の
結果がどのようになればよいかを判断し、青色の地層を
移動させ、ボーリング地点③の結果をモデルで示す。

考察
全国と比べて正答率が低いにも関わ

らず、無解答率は1番低かった。

普段の授業から、無回答の評価を厳
しくしていたことで、「まずはやってみる」
という姿勢がこの設問からみられた。

Aさんの考えを肯定するためにはボーリング地
点③の結果がどのようになればよいかを判断し、
青色の地層を移動させ、ボーリング地点③の結果
をモデルで示す。

電熱線を利用して水を温めるための
電気回路について、直列と並列とで回
路全体の抵抗が大きい装置や速く水が
温まる装置を選択する。

 

 正答率 無解答率 

本校 １７.７ ０.８ 

全国 １８.１ １.１ 

 

 正答率 

本校 ５３．８ 

全国 ５１．９ 



※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当てはまらない」「当ては
まらない」を示しています。

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。

（考察）
・ICT教育が積極的に推進され、日常的な活
用が定着している。
・協同学習の中で、思考力・問題解決力を重
視した授業が行われており、「考えを言語化す
る力」や「説明する力」が養われている。
・いじめ防止授業・いじめ防止ポスターなどの
取り組みや、道徳教育・人権教育を推進し、安
心・安全な環境づくりにをさらに構築したい。

質問紙調査の結果

【成果が見られた項目】



（１）授業改善について

・授業環境の構築。

生徒が間違えることを恐れずに、安心して発言や質問をできるようにする。

・課題設定の検討。

知的好奇心を高めるような課題・基礎知識の定着を意識した課題など工夫を行う。

・文章表現の機会を増やす。

道徳の授業も含め、各教科の授業で自分の考えを書く場面を増やし、生徒の表現力・文章
力の力を向上させる。また、目的や条件に応じた文章を書く場面を増やすことでも、生徒の表
現力・文章力の力を向上させる。

・発表する機会を増やす。

1人１台端末などのICT機器を効果的に活用し、生徒がみずから考え、調べ、表現する力の
向上をめざす。

・単元計画表の活用。（作成・配布）

見通しを持って生徒が計画的に学習に進められるようにする。また、単元計画表を用いて授
業のふりかえりを行い、自己分析する力の向上も目指す。

・協同学習の充実。

話合い活動を充実させ、考えを深める機会・他者から学ぶ機会を増やし、生徒の主体性・他
者と協働して課題解決を図る力の育成に努める。

・教員の授業力の向上

研修や相互授業参観を充実し、教師も協働する中で、授業力の向上に努める。

（２）家庭学習について

・単元計画表の活用。

計画的に家庭学習を進める事ができるように、単元計画表を用いた指導を進めていき、自
学自習力を高めていく。

・提出物カレンダーの活用。

生徒が主体となって計画的に家庭学習を行えるように、学習委員会も活用しながら提出物
や小テストなどの予定をクラスで発信するようにする。

・課題の検討。

問題をこなすだけの課題ではなく、知的好奇心を高めるような探求型、授業内容につなが
る予習型の課題など、課題の質を向上させる。また、授業で学習したことをもとに、「文章を読
む・考えを深める・自分の言葉で文章を書く」を意識した課題の検討を行う。

・クラスや各教科で1人1台端末の活用。

課題の確認や授業内容の確認を行えるようにし、家庭での復習につながるようにしていく。

・家庭学習コンテンツを利用した課題の検討。

各教科で研究を行い、個別最適な学習にもつながるように検討する。

分析結果を踏まえて取り組んでいくこと
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